
国土交通省 PLATEAU ユースケース提案

PLATEAUデータを活用した

  都市計画ソリューション

PLATEAU（プラトー）とは？

国土交通省が様々なプレイヤーと連携して推進する、日本全国の都市デジタルツイン実現プロジェクトです。
3D都市モデルの整備・活用・オープンデータ化を進めることで、まちづくりDXを実現し、オープン・イノベーション
創出を目的としています。

整備された3Dデータを活用した「都市計画ソリューション」は、都市計画業務における建築計画レベルでの実務的な検
討や対話を支援するソリューションです。 

導入メリット 

都市計画業務の効率化・3Dデータによる可視化・シミュレーション機能で業務を効率化

まちづくりを自由自在に何
度でも！

2D図面が多用され関係者間の
合意形成に時間を要している業
務において、3Dデータによる可視
化やシミュレーションを何度でも自
由に再現でき、合意形成プロセス
を効率化できます。

✓ 3Dデータによる可視化
✓ シミュレーション再現 

都市計画業務支援ソリュ
ーション！

都市計画の多岐に渡る業務にて
、開発前段階における土地利用
や建築ボリューム、街並みイメージ
等を事前確認できます。自治体
独自の建築協約などへの対応も
可能です。

✓ 土地利用確認
✓ 建築ボリューム確認 

拡張性豊かなエコシステ
ム！

Re:Earth（Web GIS）を活用
したソリューションにより、様々なオ
ープンデータや機能の実装が可能
です。都市計画業務のみならず、
防災や観光など自治体の課題に
応えるDXツールとして活用いただ
けます。

✓ オープンデータ活用
✓ 多機能実装 

都市計画の合意形成プロセスを強化
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シミュレーション機能一覧

建屋モデル配置

地図クリックで3Dモデルを即座に配置・変
形ツール：回転/移動/リサイズ

地図クリック配置

即座に3Dモデル配置

変形ツール

回転/移動/リサイズ

分筆シミュレーション

接道、最低敷地面積を自動判定

自動判定

接道・敷地面積

建築計画ボリューム検証

用途地域設定・最大建築可能面積・最
低敷地面積を即算出・判定

即算出

建築可能面積

判定

敷地面積確認

景観確認シミュレーション

街並みとの調和を3Dで直感的に共有・
建築計画レベルでの検討や対話を支援

3D可視化

街並み調和確認

対話支援

建築計画検討

シミュレーション機能の特徴 

建築基準法対応：建蔽率・容積率・高さ制限など
の用途地域設定に対応 

自治体独自規制：建築協約などの独自設定にも対
応可能 

3D可視化：リアルタイムでの3Dモデル操作と確認 合意形成支援：関係者間の理解促進と合意形成
を支援 
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